


映像で広がる学び心
富山県民生涯学習カレッジ映像センター

制;ター:富山県立大学成田美智子さん

今
回
私
が
訪
れ
た
の
は
、
富
山
県
の
生
涯

学
習
の
拠
点
と
な
る
富
山
県
民
生
涯
学
習
カ

レ
ッ
ジ
内
に
平
成
五
年
六
月
に
開
設
さ
れ
た

「
映
像
セ
ン
タ
ー
」
で
す
。
こ
こ
で
は
、
皆

さ
ん
の
生
涯
学
習
に
役
立
て
て
も
ら
え
る
よ

う
、
様
々
な
映
像
の
収
集
、
制
作
、
提
供
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
案
内
し
て
も
ら
っ
た
の
が
「
ハ
イ
ビ

ジ
ョ
ン
学
習
室
」
。
と
こ
で
は
、
一
一

0
イ

ン
チ
大
型
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
(
愛
称
一
八
イ
ま

な
び
ジ
ョ
ン
)
の
迫
力
あ
る
映
像
を
使
っ
た

学
習
が
で
き
ま
す
。
実
際
に
、
富
山
県
内
の

ま

ん

だ

ら

様
々
な
日
宣
奈
羅
を
テ
ー
マ
に
し
た
静
止
画
ソ

フ
ト
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
大
画
面

に
も
か
か
わ
ら
す
霊
奈
羅
絵
図
の
細
部
ま
で

ーー‘ーを 110インチ大型ハイビジョンの迫力ある映像

マルチメディアを使った
il五るさとマルチ」

リ
ア
ル
に
表

現
す
る
ハ
イ

ビ
ジ
ョ
ン
の

実
力
に
び
っ

く
り
。
次
に

案
内
し
て
も
ら
っ
た
「
ふ
る
さ
と
ブ
ー
ス
」

で
は
、
県
民
カ
レ
ッ
ジ
が
制
作
し
た
郷
土
学

習
教
材
映
画
な
ど
約
三
百
本
を
自
由
に
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
に
、
富
山
の
古
い
貴

重
な
映
像
は
興
昧
深
く
、
郷
土
を
も
っ
と
知

り
た
い
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
い
ま
注
目
を
集
め
て
い
る
マ
ル
チ
メ
デ

ィ
ア
を
使
っ
た
パ
ソ
コ
ン
シ
ス
テ
ム
「
ふ
る

さ
と
マ
ル
チ
」
で
は
、
コ
ン
ピ
コ
|
タ
と
対

話
し
な
が
う
郷
土
に
つ
い
て
楽
し
く
学
習
で

き
ま
す
。
さ
ら
に
、
「
映
像
工
房
」
に
は
最

思い思いのビデオ編集ができる
「映像工房j

そ
ろ

新
の
ビ
デ
オ
編
集
機
器
が
揃
い
、
学
校
や
生

涯
学
習
団
体
な
ど
が
自
由
に
映
像
ソ
フ
ト
づ

く
り
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
機
器
操
作

の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
専
門
的
知
識
を
持
っ
た
セ

ン
タ
ー
職
員
の
方
々
が
対
応
し
て
く
れ
ま

す。
こ
の
よ
う
に
、
「
映
像

で
学
ぶ
」
、
「
映
像
を
活

用
す
る
」
、
「
映
像
を
つ

く
る
」
こ
と
が
で
き
る

映
像
セ
ン
タ
ー
。
み
な

さ

ん

も

気

軽

に

訪

れ

て
、
映
像
を
通
し
て
学

び
心
を
広
げ
て
み
ま
せ

ん
か
っ
・

伝
え
た
い

女
優

早
勢
美
里
さ
ん

の思りは
現塔い終自「
在」まえ分戦
、にすでに争
富出己みで映
山頂してき画

固と簡とると
際ス£てかい
大 γ長も少う

Z22翌ネ2
堅実扇の安で
品里予いで、

も争のをとたが部 学 し看洋映に 二で テ塑扇は控え去主主員
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がう戦もさもっちり範軍 。平の演がど来主画ん りと撮き

ち
で
す
が
、
私
は
こ
の
時
代
の
少
女
た
ち
の
素
直
さ
、
現

代
の
若
者
が
忘
れ
か
け
て
い
る
純
粋
さ
と
い
う
も
の
も
見

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。」

早
勢
さ
り
仰
が
演
じ
る
の
は
、
女
子
師
範
学
校
の
生
徒
の

一
人
、
西
銘
ノ
ブ
。
「
ノ
ブ
は
、
と
て
も
勇
気
が
あ
り
正

義
感
溢
れ
る
女
の
子
で
す
。
自
分
自
身
こ
の
役
が
す
ご
く

気
に
入
っ
て
い
ま
す
。
」
沖
縄
で
の
ロ
ケ
は
か
な
り
ハ
ー

ド
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
同
年
代
の
女
の
子
も
た
く
さ
ん

い
た
せ
い
か
苦
に
は
な
ら
な
か
っ
た
と
の
こ
と
。
「
特
に

監
督
に
は
私
を
含
め

一
人
ひ
と
り
の
考
え
を
尊
重
し
て
い

た
だ
い
て
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
よ
映
画
の
中
で

心
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
自
分
が
疲
れ
果
て
た
先
輩
の
少

女
を
背
負
っ
て
逃
げ
る
シ

l
ン
だ
と
い
う
早
勢
さ
ん

。

「
先
に
逃
げ
る
よ
う
に
い
う
先
輩
を
必
死
に
励
ま
す
ノ
ブ

の
姿
は
自
分
で
演
じ
て
い
て
も
感
動
的
で
し
た
。
相
手
役

の
子
と
は
ホ
テ
ル
の
部
屋
が
同
じ
だ
っ
た
の
で
、
前
夜
も

せ

り

ふ

二
人
で
台
詞
の
稽
古
を
し
た
ん
で
す
。
本
番
を
撮
り
終
え

た
後
も
、
し
ば
ら
く
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。」

今
は
学
生
と
俳
優
と
の
両
立
で
な
か
な
か
自
分
の
時
間

が
持
て
な
い
そ
う
で
す
が
、
趣
味
は
絵
を
描
く
こ
と
や
料

理
を
つ
く
る
こ
と
。
「
で
き
れ
ば
ア
ト
リ
エ
教
室
に
通
っ

て
、
デ

ッ
サ
ン
の
勉
強
な
ど
も
し
て
み
た
い
で
す
ね
。
料

理
は
本
を
見
て
よ
ソ
¥
作
り
ま
す
。
幼
な
じ
み
を
呼
ん
で
食

べ
て
も
ら
っ
た
り
す
る
ん
で
す
よ
。」

卒
業
後
は
、
ぜ
ひ
俳
優
業
に
専
念
し
た
い
と
い
う
早
勢

さ
ん
。
今
後
の
更
な
る
飛
躍
に
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

富山市舟橋北町7-1
(富山県教育文化開館3階)

日曜日、祝日、年来年始

開館時間 |午前9時~午後5時
| (土曜日は午前9時~12時)

※利用は無料。ハイビジョン学習室、映像工房、
スタジオの利用は、 3か月前より受付。
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参告二 美毒忌薪号車
ふ

s
m
o
r

富山一ウラジオストク便本格就航
県警の新実通管制センタ-完成

信
号
機
を
制
御
し
、
交
通
情
報
を
収
集
す
る
県
警
本
部
の

「
交
通
管
制
セ
ン
タ
ー
」
の
運
用
開
始
式
が
三
月
二
十
二
日
、

中
沖
知
事
や
上
田
県
警
本
部
長
ら
関
係
者
四
十
人
が
出
席

し
、
県
警
本
部
庁
舎
八
階
の
同
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
上
田
県
警
本
部
長
が
「
最
新
の
設
備
で
快
適
な
車

社
会
の
実
現
に
尽
力
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
中
沖
知

事
は
「
百
十
二
万
県
民
の
交
通
の
安
全
や
全
県
三
十
分
交
通

圏
の
確
立
に
役
立
て
て
欲
し
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

今
回
完
成
し
た
交
通
管
制
セ
ン
タ
ー
に
は
、
こ
れ
ま
で
一

台
だ
っ
た
中
央

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
二
台
に
増
設
さ
れ
た
ほ

富
山
l
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
便
が
四
月
十

一
日
、
週
二
便
体
制
で
再

開
し
た
こ
と
を
記
念
し
、
そ
の
就
航
記
念
式
典
が
同
日
、
富
山
空
港

エ

プ
ロ
ン
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
中
沖
知
事
が
「
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
便
の
本
格
就
航
は
、
富

山
県
と
沿
海
地
方
の
友
好
の
み
な
ら
ず
、
環
日
本
海
地
域
の
交
流
に

大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
あ
い
き
つ
。
引
き
続
き
ア

エ
ロ

フ

ロ
ー
ト
・
ロ
シ
ア
国
際
航
空
の
ア
レ
ク
シ

l
・
グ
リ
シ
ン
富
山
支
庖
長

が
「友
好
と
経
済
交
流
の
架
け
橋
と
な
る
よ
う
願
っ
て
い
る
」
と
述
べ

ま
し
た
。
宝
賀
副
知
事
の
壮
行
の
辞
、
知
事
、
機
長
、
乗
客
代
表
へ
の

ミ
ス
か
ら
の
花
束
贈
呈
に
続
い
て
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
関
係

者
は
就
航
を
祝
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
中
沖
知
事
を
団
長
と
す
る
富
山

県
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
友
好
代
表
団
五
十
名
が
初
便
で
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト

ク
に
向
か

っ
て
飛
び
立
ち
ま
し
た
。
到
着
後
、
友
好
代
表
団
の
代
表

は
、
沿
海
地
方
政
府
副
知
事
、
文
化
局
長
ら
と
懇
談
。
お
互
い
の
交
流

の
発
展
に
つ
い
て
協
議
し

ま
し
た
。

こ
の
本
格
就
航
で
、
富

山
県
が
日
本
に
お
け
る

ロ

シ
ア
沿
海
地
方
へ
の
窓
口

と
し
て
の
役
割
を
担
う
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

か
、
主
要
交
差
点
の
車
の
流
れ
や
交
通
規
制
状
況
な
ど
を
映

し
出
す
十
二
の
モ
ニ
タ
ー
画
面
な
ど
も
増
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
完
成
で
、
全
県
域
の
交
通
量
や
渋
滞
状

況
が
瞬
時
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
よ
り
迅
速
な
渋
滞

情
報
の
提
供
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
将
来
的
に
は
、
渋

滞
や
道
路
地
図
な
ど
の
情
報
を
走
行
中
の
車
に
伝
達
で
き
る

シ
ス
テ
ム
へ
の
対
応
も
可
能
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
新
シ
ス
テ
ム
は
、
県
内
の
交
通
渋
滞
の
解
消
に
向
け
、

今
後
威
力
を
発
揮
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

深層水利用研究施設完成

2 

県
水
産
試
験
場
の
深
層

水
利
用
研
究
施
設
の
完
成

式
が
三
月
十
六
日
同
試
験

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
、
中
沖
知
事
や
上

之
門
水
産
庁
開
発
課
長
ら
、

園
、
県
、
市
な
ど
の
関
係
者

約
百
人
が
出
席
。
修
ば
っ

式
、
テ

l
プ
カ
ッ

ト

の
あ

と
、
施
設
を
見
学
し
ま
し

た
。日

本
三
大
深
湾
の
ひ
と

つ
で
あ
る
富
山
湾
は
、
三
種

類
の
海
水
が
層
を
な
し
て
お
り
、
そ
の
深
層

三
百

m
以
深
は
、
低
温
(
二
度
以
下
)
で
栄

養
塩
に
富
む
日
本
海
固
有
冷
水
で
占
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
同
施
設
は
こ
の
深
層
水
の
有

用
性
に
着
目
し
、
幅
広
い
活
用
を
研
究
す
る

も
の
で
、
全
国
で
は
高
知
県
に
次
い
で
二
番

目
の
も
の
に
な
り
ま
す
。

施
設
は
、
深
層
水
取
水
管
、
サ
ク
ラ
マ
ス

飼
育
棟
、
低
温
飼
育
棟
な
ど
か
ら
な
り
、
熱

交
換
機
を
用
い
て
深
層
水
、
表
層
水
、

地
下
水

を
各
生
物
の
適
水
温
に
調
温
し
て
給
水
す
る

シ
ス
テ
ム
や
深
層
水
を

0
・五
度
に
冷
却
す

る
シ
ス
テ
ム
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
深
海
性
、
冷
水
性
生
物
の
生
態

研
究
や
親
魚
養
成
、
種
苗
生
産
試
験
が
可
能

と
な
り
ま
し
た。

既
に
サ
ク
ラ
マ
ス
、
べ
ニ
ズ

ワ
イ
ガ

ニ
、
ト

ヤ
マ
エ
ビ
な
ど
の
増
殖
研
究
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
が
、
今
後
は
生
態
に
謎
の
多
い
ホ
タ

ル
イ
カ
や
バ
イ
貝
な
ど
の
研
究
や
飼
育
実
験

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
き
ら
に
水
産
分
野
以

外
で
も
医
薬
、
科
学
、
食
品
な
ど
、
様
々
な
分

野
へ
の
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

県立保育専門学院卒業式

県立総合衛生学院卒業式

深層水利用研究施設完成式

新交通管制センタ一運用開始式

立山カルデラ砂防博物館(仮称)第2回開設準

備委員会

T 0 Y A M A N 0 W in 

県芹前公園花時計始動式

辞令交付式

富山県立大学入学式

富山県林業カレッジ開校記念式

いきいき富山観光キャンペーン'95オープニング

フェステイ/'i.')レ

統一地方選挙富山県議会議員選挙投票日

富山一ウラジオス卜ク便本格就航記念式典

ー・唱

平成7年3月11日-4月11日

3月15日

3月16日

3月22日

.--

原宿 '95('"'-'29日)3月25日

3月27日

4月3日

4月7日

4月9日

-ー.田園田園園田園圃圃圃園圃園田園・ーーーーーーーー-.
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4月11日



去る 1月17自の r阪神・淡路大震笈』では、 5千人以上の

人命が失われ、 30万人以上が家居の笥場1CrJどの被害に見舞
われまじた。

私たちiま、地震や台風、洪水、奮書1CrJどの自然災害そのも

のを、〈ぬ止めることは出来ません。じかじ、それらが起こっ

たとき、被書を量小限!こ抑えることは可能です。

県では、今回の大震災を敏"に、現在の地域防災計画をよ

り具体的かつ実戦的取ものにするため様々怠角度か§見直

じを行ぬ、災害に強同県づくりに努めてぬきます。

-
地
域
防
災
計
画
の

-
見
直
し

阪
神
・淡
路
大
震
災
で
は
、
指
揮
命
令
や
、
情
報
の
収
集
伝

達
、
交
通
対
策
な
ど
の
対
応
が
十
分
で
な
か
っ
た
と
い
う
指

摘
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
教
訓
と
し
て
、
本
県
で
大
規
模
な

地
震
が
発
生
し
た
場
合
の
被
害
を
想
定
し
、
現
行
の
地
域
防

災
計
画
を
見
直
し
ま
す
。

川
見
直
し
の
基
本
方
針

地
域
防
災
計
画
は
次
の
三
点
を
基
本
方
針
に
見
直
し
を
行

い
ま
す
。

V
県
内
の
各
地
域
が
地
震
に
対
し
て
持
っ
て
い
る
危
険
度
に

応
じ
、
想
定
さ
れ
る
震
度
・被
害
に
応
じ
た
地
域
防
災
計
画
と

す
る
。

V
地
域
防
災
計
画
の
内
容
を
よ
り
実
践
的
、
具
体
的
な
も
の

に
す
る
。
特
に
、
情
報
収
集
伝
達
体
制
、
指
揮
命
令
体
制
、
初

動
体
制
の
確
立
な
ど
、
「
緊
急
時
の
即
応
体
制
」
が
強
化
さ
れ

た
地
域
防
災
計
画
と
す
る
。

V
現
行
の
地
域
防
災
計
画
を
構
成
す
る
「
風
水
害
・
火
災
編
」
、

「雪
害
編
」
、
「
地
震
編
」
の
う
ち
、
ま
ず
「
地
震
編
」
を
中
心

に
見
直
し
、
関
連
部
分
に
つ
い
て
も
所
要
の
見
直
し
を
行
う
。

倒
見
直
し
の
視
点

災
害
の
段
階
を
次
の
四
つ
に
分
け
、
各
々
に
つ
い
て
手
順

や
対
応
計
画
を
再
検
討
し
ま
す
。

V
災
害
前

(平
常
時
)
の
段
階

道
路
な
ど
の
公
共
施
設
や
防
災
拠
点
施
設
の
安
全
確
保
対

策
を
検
討
す
る
な
ど
、
地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
o

v災
害
直
後

(緊
急
時
)
の
段
階

迅
速
で
多
様
な
情
報
収
集
伝
達
体
制
を
確
保
す
る
。

ま
た
、
災
害
対
策
要
員
の
動
員
な
ど
の
初
動
体
制
、
交
通
規
制

な
ど
に
よ
る
緊
急
車
両
用
道
路
の
確
保
体
制
を
整
備
す
る
o

v災
害
応
急
の
段
階

水
道
や
電
気
、
ガ
ス
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
(
生
命
線
)

明
具
体
的
な
玄
主
ア
ル
の
策
定

そ
れ
ぞ
れ
の
防
災
関
係
機
関
が
迅
速
・
的
確
に
対
応
す
る
た

め
、
災
害
要
員
の
招
集
方
法
や
指
揮
命
令
系
統
な
ど
の
具
体

的
な
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
、
周
知
徹
底
を
図
り
ま
す
。

倒
防
災
訓
練
の
実
施

都
市
型
震
災
に
対
す
る
災
害
応
急
態
勢
が
直
ち
に
と
れ
る

よ
う
に
、
災
害
対
策
要
員
の
動
員
、
指
揮
命
令
の
実
行
な
ど
、

実
践
的
な
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

4 

h
F
倒
壊
家
屋
か
ら
の
叙
出
作
業

の
確
保
や
、
飲
料
水
、
食
料
、
医
薬
品
な
ど
の
生
活
関
連
物
資
、

毛
布
、
ビ
ニ
ー
ル
シ

l
ト
な
ど
の
災
害
救
助
関
連
物
資
の
備

蓄
に
よ
る
供
給
体
制
を
強
化
す
る
。
さ
ら
に
高
齢
者
、
障
害
者

な
ど
の
災
害
弱
者
へ
の
対
応
を
強
化
す
る
。

V
復
旧
・
援
助
の
段
階

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
す
る
支
援
、
被
災
者
に
対
す
る
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
の
実
施
な
ど
、
平
常
の
状
態
に
戻
る
ま
で
の
復

旧

・
援
助
活
動
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

』
F

長
国
消
防
署
に
集
結
す
る
応
援
車
両

. 

消
防
防
災

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
導
入

県
で
は
、
平
成
五
年
に
導
入
に
つ
い
て
の
検
討
委
員
会
を

設
置
し
検
討
を
行
っ
て
き
た
消
防
防
災
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
を
今

年
度
中
に
導
入
し
、
広
域
的
か
つ
機
動
的
な
消
防
防
災
体
制

の
整
備
を
図
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
早
期
に
お
け
る
災
害
の
実
態
杷
握
、
空
か
ら

の
消
火
や
人
命
の
救
助
、
負
傷
者
や
医
師
の
搬
送
、
緊
急
物
資

の
輸
送
、
さ
ら
に
は
住
民
へ
の
避
難
誘
導
な
ど
幅
広
い
防
災

活
動
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

. 

地
震
津
波
に
関
ナ
る

影
響
調
査

地
震
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
く
い
止
め
る
に
は
、
そ
の

被
害
や
対
策
を
科
学
的
に
調
査
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

こ
の
た
め
県
で
は
、
県
内
で
直
下
型
地
震
が
起
き
た
場
合

の
震
度
や
地
盤
の
危
険
度
を
予
測
す
る
と
と
も
に
、
被
害
が

ど
の
程
度
に
及
ぶ
か
の
影
響
調
査
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
近
海
で
海
底
地
震
が
起
き
た
場
合
、
富
山
湾
沿
岸
一
帯

に
、
ど
の
く
ら
い
の
時
間
で
、
ど
の
程
度
の
津
波
が
押
し
寄
せ

る
か
に
つ
い
て
も
調
査
を
行
い
ま
す
。

こ
の
他
、
防
災
拠
点
と
な
る
県
有
施
設
な
ど
の
耐
震
調
査

も
実
施
し
ま
す
。

5 



6 

山
県
に
お
け
る

の
実
態

富
山
大
学
助
教
授

地
震
に
つ

竹
内
章
さ
ん
に

い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

陸
地
が
乗
っ
て
い
る
大
陸
プ
レ
ー
ト
が
海
プ
レ
ー

ト
に
引
き
ず
り
こ
ま
れ
、
限
界
に
達
す
る
と
反
動
で
大

陸
プ
レ
ー
ト
が
跳
ね
返
り
志
す
。
こ
れ
が
、
プ
レ
ー
ト

境
界
型
地
震
と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。

こ
れ
に
対
し
、
今
回
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
よ
う

に
、
活
断
層
と
呼
ば
れ
る
地
殻
の
浅
い
と
こ
ろ
で
の
ズ

レ
の
活
動
で
引
き
起
こ
さ
れ
る
の
が
、
内
陸
直
下
型
地

震
で
す
。

Q地震が起こる
仕組みは?

富
山
県
の
過
去
二
十
年
間
(
昭
和
五

十
年
i
平
成
六
年
)
に
お
け
る
有
感
地

震
の
発
生
回
数
は
、

三
十
八
回
で
、
年
平

均
一
・
九
回
と
全
国
的
に
見
て
も
地
震

が
少
な
く
、

比
較
的
安
全
な
県
だ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
過
去
に
お
い
て
は
安
政
の
大

地
震
(
一
八
五
八
年
)
に
よ
り
大
き
な
被

害
を
受
け
て
い
る
こ
と
や
、
阪
神
・淡
路

大
震
災
の
よ
う
な
直
下
型
地
震
の
原
因

と
な
る
「活
断
層
」が
存
在
す
る
こ
と
も

事
実
で
す
(
図
参
照
)
。
ま
た
、
昭
和
五

十
八
年
の
日
本
海
中
部
地
震
に
お
け
る

津
波
に
よ
る
被
害
は
グ
日
本
海
で
大
き
な

津
波
は
起
き
な
い
。
と
い
う
定
説
を
く
つ
が
え
し
ま
し
た
。

周
期
的
な
活
動
を
繰
り
返
し
て
い
る
地
震
で
す
が
、
富
山

県
で
も
決
し
て
無
縁
で
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

竹内助教授

富山県は大主夫?

安
政
の
大
地
震
(
一
八
五
八
年
)
以

来
、
目
立

っ
て
大
き
な
地
震
が
富
山
県

で
起
こ

っ
て
い
な
い
こ
と
が
、
安
全
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
に
つ
な
が
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
直
下
型
地
震

の
原
因
と
な
る
活
断
層
も
富
山
県
に

は
比
較
的
数
多
く
存
在
し
ま
す
し
、
今

回
の
大
震
災
も
安
全
と
い
わ
れ
た
阪

神
地
区
で
起
こ

っ
た
こ
と
か
ら
も
、
決

し
て
安
心
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

富
山
湾
は
、
海
底
が
深
い
こ
と
や
、

佐
渡
ヶ
島
や
能
登
半
島
と
い

っ
た
あ

る
意
味
で
の
防
波
堤
を
持

っ
て
い
る

た
め
、
津
波
の
影
響
を
受
け
に
く
い
と

い
え
ま
す
。
し
か
し
、
あ
く
ま
で
そ
れ

は
震
源
地
が
湾
の
外
の
場
合
で
す
。
糸

魚
川
沖
な
ど
が
震
源
地
に
な
れ
ば
、

津

波
が
湾
の
中
で
反
射
し
、
増
幅
さ
れ
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

Q富山県で大きな地震が
起きる可能性は?

Q海底地震による
津波の影響は?

横倒しになった高速道路惨

(長田区)

一
つ
の
活
断
層
で
起
こ
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド

7
ク
ラ
ス
の
大
地
震
の
間

隔
は
千
年
位
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
直
下
型
地
震
は
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
5
、
6
と
い
っ
た
中
規
模
の

も
の
で
も
局
地
的
に
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

活
断
層
そ
の
も
の
が
多
く
存
在
す
れ

ば
、
そ
れ
だ
け
地
震
の
頻
度
も
高
く
な

る
わ
け
で
す
か
ら
、
直
下
型
地
震
の
間

隔
は
決
し
て
長
い
と
は
い
え
な
い
の

で
す
。

水
気
を
含
ん
だ
泥
、
砂
な
ど

の
軟
弱

な
地
盤
で
は
液
状
化
が
起
こ
り
ゃ
す

く
、
ま
た
急
傾
斜
地
で
は
当
然
地
滑
り

な
ど
が
起
こ
り
ゃ
す
い
。
そ
う
い

っ
た

地
域
ご
と
の
自
然
条
件
に
あ

っ
た
地

震
対
策
を
進
め
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
ま

た
、
県
内
各
地
に
地
震
計
を
設
置
し
、

従
来
気
象
台
が
行

っ
て
い
る
震
度
観

測
等
を
県
で
も
行
う
こ
と
に
よ
り
、
各

地
の
地
盤
の
振
動
特
性
を
調

べ
る
こ

と
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

Q今後、望抑防災対策は?

続不知断層

Q 活断層がもたらす
直下型地震の特徴は7

県内の活断層分布図

-
地
震
に
対
す
る
仙
構
え

地
震
の
予
知
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
研
究
ガ
行
わ
れ
て
い

ま
す
、ガ
、
現
在
の
観
測
技
術
で
は
起
こ
る
時
期
に
つ
い
て

は
っ
き
り
と
し
た
予
測
が
出
来
な
い
の
ガ
実
情
で
す
。
そ
の

定
め
、
私
芝
ち
は
大
切
な
生
命
や
財
産
を
守
る
だ
め
に
、
日
頃

か
ら
地
震
巳
対
し
て
十
分
な
山
構
え
と
備
え
を
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
り
き
せ
ん
。
特
に
家
庭
で
で
き
る
身
近
な
防
災
対

策
を
積
極
的
に
行
い
、
家
族
一
人
ひ
と
り
が
防
災
意
識
を
高

め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

家
具
績
の
程
倒
や
絢
の

落
下
を
防
止
し
よ
う

g

地
震
は
と
き
に
は
家
具
や
電
化
製

自
を
凶
器
に
変
え
ま
す
。
こ
れ
ら
は
壁

に
固
定
し
、
倒
れ
な
い
よ
う
に
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
ま
芝
、
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら

鉢
植
え
な
ど
が
落
下

し
な
い
よ
う
に
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
だ
付
信
用
意
し

τ窃
こ
う

E

Q
以A

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
、

非
常
持
出
袋
に
非
常
食
や

飲
料
水
、
携
帯
用
ラ
ジ
オ
な

ど
を
、
す
ぐ
持
ち
出
せ
る
よ

う
に
ま
と
め
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
ま
芝
、
消
火
器
の

回
り
に
は
物
を
置
か
ず
、
い

つ
で
も
使
え
る
よ
う
に
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

災
害
に
強
い
県
.
つ
く
り
を
め
ざ
し
て

1意志『

も
し
地
震
が
起
き
た
S
?

私
た
ち
富
山
県
民
は
、
河
川
の
氾
濫
か
ら
田
畑
や
家
屋
を

守
る
た
め
、
絶
え
ず
水
害
と
闘
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
た
び

重
な
る
豪
雪
や
、
魚
津
、
氷
見
、
福
光
な
ど
で
の
大
火
は
、
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

し
か
し
先
人
た
ち
は
、
水
害
に
対
し
て
は
治
水
工
事
を
積

み
重
ね
て
克
服
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
豊
か
な
水
を
利

用
し
て
富
山
平
野
を
全
国
有
数
の
米
ど
こ
ろ
と
し
、
さ
ら
に

水
力
発
電
に
よ
り
企
業
誘
致
を
す
す
め
る
な
ど
、
今
で
は
「
水

の
王
国
」
と
言
わ
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

雪
に
対

し
て
は
、
雪
を
克
服
す
る
克
雪
、
利
用
す
る
利
雪
、
そ
し
て
今

で
は
雪
に
親
し
む
親
雪
と
い

っ
た
発
想
も
生
ま
れ
、

全
国
の

雪
対
策
の
モ
デ
ル
県
に
な

っ
て
い
ま
す
。
火
災
に
対
し
て
も
、

全
国
で
最
も
火
災
発
生
件
数
の
少
な
い
県
の

一
つ
と
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
今
、
私
た
ち
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
を
活
か

し
、
よ
り
災
害
に
強
い
県
づ
く
り
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
、
県
民
ひ
と
り

一
人
が
日
頃
の
備
え
を

怠
ら
ず
、
自
主
防
災
に
努
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

⑦
ま
ず
、
テ
ー
ブ
ル
の
下
や
押
入

れ
な
ど
に
入
り
、
身
の
安
全
を
確

保
し
ま
す
。
ど
ん
な
大
地
震
で
も

揺
れ
は
一
分
程
度
。
あ
わ
て
て
外

に
飛
び
出
す
と
瓦
や
看
板
の
落
下

で
か
え
っ
て
危
険
で
す
。

②
揺
れ
が
あ
さ
ま
つ
だ
ら
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
や
ス
ト
|

ブ
の
火
を
確
実
巳
消
し
ま
し
ょ
う
。
も
し
火
ガ
出
疋

場
合
は
、
炎
や
煙
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
で
き
る
だ
け
近

寄
っ
て
消
火
を
行
う
と
と
も
に
、
大
声
で
近
所
の
協

力
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

③
避
難
す
る
場
合
は
、
あ
年
寄
り
ゃ
体
の
不
自
由
な

人
、
け
が
人
な
ど
に
声
を
か
け
、
み
ん
な
で
助
け
合
い

ま
し
ょ
う
。
狭
い
路
地
や
川
べ
り
な
ど
に
は
近
づ
か

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
芝
、
う
わ
さ
に
振
り
回

さ
れ
ず
、
ラ
ジ
オ
で
得
芝
正
し
い
地
震
情
報
を
も
と

に
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

⑥畑に…くり山して

憲
旗
で
話
し
合
い
を
持
と
う

g

地
震
な
ど
の
自
然
災
害
が
起
き
だ
場
合
の
避
難

場
所
や
集
合
場
所
な
ど
を
日
頃
か
ら
話
し
合
っ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

7 



撮
影
/
松

田

勉

詩

/
池
田
瑛
子

写
真
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
つ
い
て
は
旧
ペ
ー
ジ
参
照

「
杉
沢
の
沢
ス
ギ
」
林
に
て
撮
影
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E冨置圏
合掌造りを活用した利賀山房やギ 1)シャ風の野外

劇場がある合掌文化村では、夏に世界各国から舞台芸

術を集めて、演劇祭が行われる。そば粉 100%の手打

ちそばや、山菜料理、どぷろく酒が味わえる秋の山ま

つりや冬のそば祭りも好評を博している。

合掌文化村、そばの郷、棋想の郷、そして昨年は河

童の郷が整備された。

人口 』

人口 1，061人|

面積

(平成7年2月|日現在)

河
童
ば
村

富
永
一
朗
と
が
漫
画
館

人
気
テ
レ
ビ
番
組
「
お
笑
い
漫
画
道

場
」
で
お
な
じ
み
の
漫
画
家
、
富
永
一
朗

さ
ん
の
原
画
約
五
十
点
が
展
示
し
て
あ

る
の
が
、
「
富
永
一
朗
と
が
漫
画
館
」
だ
。

「富
永
さ
ん
の
出
身
地
大
分
県
を
は
じ

め
と
し
て
全
国
に
六
か
所
あ
る
富
永
き

ん
の
漫
画
美
術
館
の
中
で
も
最
大
規
模

な
ん
で
す
よ
。
」
と
胸
を
張
る
の
は
、
利
賀
村
の
教
育
長
で
あ
り

漫
画
館
の
館
長
で
も
あ
る
古
野
宏
さ
ん
。

富
永
さ
ん
が
平
成
四
年
七
月
に
講
演
で
初
め
て
利
賀
村
を

訪
れ
た
際
、
芸
術
で
名
を
高
め
て
い
る
こ
の
村
を
い
た
く
気
に

入
り
、
「
ぜ
ひ
こ
の
村
に
自
分
の
美
術
館
を
」
と
村
長
に
話
し
た

の
が
こ
と
の
始
ま
り
。
そ
の
後
、
富
永
き
ん
自
身
の
原
画
の
寄

贈
が
あ
り
、
昨
年
四
月
、
民
家
を
改
造
し
た
漫
画
館
の
開
館
と

な
っ
た
。

一
階
に
は
見
て
い
て
楽
し
い

一
枚
漫
画
が
整
然
と
展
示
さ

れ
て
い
る
。
富
永
さ
ん
の
漫
画
は
、
色
鉛
筆
だ
け
で
描
か
れ
て

い
る
の
が
特
徴
だ
。
「
こ
こ
を
訪
れ
た
方
々
は
、
色
鉛
筆
だ
け
で

出
す
色
の
繊
細
き
に
驚
い
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
ね
。
」
と
古

野
さ
ん
。
ま
た
、
二
階
で
は
富
永
さ
ん
が
来
ら
れ
た
時
に
漫
画

教
室
を
聞
く
こ
と
も
考
え
て
い
る
そ
う
だ
。

今
年
七
月
に
同
館
の
隣
に
移
転
す
る
「
利
賀
村
民
俗
館
」
や
、

す
ぐ
近
く
に
あ
る

「利
賀

道

の

資

料

館
」
と
と
も
に
、
「
富
、
永

一
朗
と
が
漫
画
館
」
は

我
々
の
目
を
存
分
に
楽

し
ま
せ
て
く
れ
そ
う
だ
。

河
童
の
郷

め

い

そ

う

ひ

「
そ
ば
の
郷
」
、
「
膜
想
の
郷
」
、
「
飛

朔
の
郷
」
と
あ
わ
せ
て
地
域
活
性
化
を

目
指
し
利
賀
村
が
進
め
て
き
た
事
業
の

一
環
と
し
て
昨
年
九
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
の
が
「
河
童
の
郷
」
で
あ
る
。

「
ユ
ー
モ
ア
が
あ

っ
て
か
わ
い
い
イ

メ
ー
ジ
の
Y
河
童
々
を
ネ
ー
ミ
ン
グ
に

用
い
た
の
が
良
か
っ
た
の
か
、
お
子
様

連
れ
の
ご
家
族
が
多
い
で
す
ね
。
」
と
語

る
の
は
河
童
の
郷
管
理
組
合
代
表
の
城

岸
一
明
さ
ん
。

こ
の

「河
童
の
郷
」
の
中
心
と
な
る

施
設
が
「
河
童
亭
」
。
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

し
ゃ

れ

が
輝
く
木
造
二
階
建
て
の
酒
落
た
建
物

で
あ
る
。
一
階
に
は
地
元
の
山
菜
や
イ

ワ
ナ
を
使

っ
た
料
理
を
出
し
て
く
れ
る

食
堂
や
、
村
の
特
産
品
を
扱
う
売
庖
が
あ
る
。
二
階

に
は
会
議
等
に
使
え
る
研
修
室
が
あ
り
、
地
域
交
流

の
場
と
し
て
も
使
用
で
き
る
。
「
観
光
施
設
で
す
が
、

地
元
の
人
々
の
憩
い
の
場
で
も
あ
る
ん
で
す
よ
。
」
と

城
岸
さ
ん
は
目
を
細
め
る
。
「
河
童
亭
」
の
周
囲
に
は

水
辺
を
活
か
し
、
イ
ワ
ナ
の
つ
か
み
取
り
が
で
き
る

人
工
池
や
川
魚
の
養
殖
地
、
特
産
の
赤
カ
ブ
な
ど
の

菜
園
等
か
ら
な
る
三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
庭
園
が
広

が
る
。
「
地
元
の
若
者
が
、
こ
の
施
設
の
運
営
も
含
め
て
、

少
し
で
も

U
タ
ー
ン
し
て
く
れ
れ
ば
:
・
。
」
と
い
う
城

岸
さ
ん
。
と
き
に
は
村

人
を
助
け
る
と
い
う
伝

説
が
あ
る
「
河
童
」
が
、

利
賀
村
振
興
に
き

っ
と

一
役
か

つ
て
く
れ
る
に

違
い
な
い
。

h
F
河
童
の
郷
管
理
組
合
代
表
の

城
岸
さ
ん

漫画館館長の古野さん惨

...一枚漫画が整然と並ぶ館内

植
物
を
愛
で
る
心
を
育
む

企釣り堀で釣りを楽しむ家族連れ

利
賀
植
物
友
の
会

...民家の面影を残す漫函館
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砂
利
賀
植
物
友
の
会
の
み
な
さ
ん

「
村
の
豊
か
な
自
然
に
親
し
み
な
が
ら
、
草
花
や
樹
木
に
つ
い

て
の
知
識
を
深
め
よ
う
と
、
昨
年
七
月
に
結
成
し
た
の
が
-
-
の
会

で
す
」
と
語
る
の
は
、
砂
利
賀
植
物
友
の
会
。
の
会
長
を
務
め
る
京

井
喜
代
治
さ
ん
。

会
員
は
三
十
一
名
で
、
主
婦
を
は
じ
め
様
々
な
職
業
の
人
た
ち

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
「
昨
年
の
活
動
は
野
山
の
散
策
が
中
心
で

し
た
。
会
の
メ
ン
バ
ー
に
は
も
と
理
科
の
先
生
も
い
る
の
で
、
そ

の
方
に
草
花
の
解
説
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
な
か
な
か
好
評
で
し

た
ね
」
京
井
さ
ん
は
、
最
近
の
子
供
た
ち
が
自
然
と
縁
遠
く
な

っ

て
い
る
の
を
危
慎
し
て
い
る
と
い
う
。
「
自
分
が
子
供
の
頃
は
、
親

に
草
花
に
つ
い
て
色
々
教
わ

っ
た
も
の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
今

で
は
教
え
る
こ
と
の
で
き
る
大
人
た
ち
は
あ
ま
り

い
ま
せ
ん
」
何
と
か
し
て
村
に
自
生
す
る
植
物
に
親

し
ん
で
も
ら
い
た
い
。
そ
ん
な
思
い
が
募
り
、
京
井

さ
ん
は
昨
年
か
ら
植
物
の
標
本
づ
く
り
を
行
う
よ

う
に
な
っ
た
。
「
個
人
的
に
百
種
類
余
り
の
樹
木
を

標
本
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
い
ま
道
の
資
料
館
で

展
示
、
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
会
の
メ
ン

バ
ー
が
主
体
と
な
っ
て
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
種
類

の
標
本
づ
く
り
を
手

が
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
」
こ

れ
か
ら
も
京
井
さ
ん

を
は
じ
め
会
の
み
な

さ
ん
は
、
村
民
が
忘
れ

か
け
た
か
植
物
を
愛
で

る
心
。
を
育
ん
で
い
く

こ
と
だ
ろ
う
。

...京井喜代治さん

h
F
京
弁
さ
ん
が
収
集
し
た
樹
木
標
本

の
数
々
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年間約 150万人の人々が訪れる「立山

ルート Jo そのすぐ隣には、荒々しい岩

「立山カルデラ」があり、100年近くも

事業が続けられています。そのような、

るもうひとつの立山」を紹介することを

省立山砂防工事事務所と県が平成三年

進めているのが「立山カルデラ砂防博

冒幽鴎⑩
主要プロジヱクト

関
所
と
文
化

富
山
県
と
新
潟
県
と
の
県
境
に
は
境
川
が
流
れ
て
い
る
。
こ
の
川
を
挟

ん
で
富
山
県
側
は
朝
日
町
境
、
新
潟
県
側
は
青
海
町
玉
ノ
木
が
接
し
て
い

ヲ

Q

。

き
ょ
う
あ
い

境
は
飛
騨
山
脈
が
富
山
湾
に
落
ち
こ
む
狭
臨
な
所
で
あ
る
。
藩
政
時
代
、

加
賀
藩
は
境
に
関
所
を
置
い
た
。
境
関
所
は
、
箱
根
の
関
所
に
倍
す
る
規
模

を
有
し
、

一
般
通
行
人
を
取
締
ま
る
岡
番
所
と
渡
海
船
な
ど
を
監
視
す
る

浜
番
所
の
両
関
所
を
併
置
し
て
、
厳
重
な
警
備
を
行
っ
て
い
た
。
加
賀
藩
が

境
関
所
を
藩
の
治
安
維
持
、
軍
事
の
上
で
い
か
に
重
要
視
し
て
い
た
か
が

う
古
が
窺
え
る
。

二
代
目
奉
行
長
谷
川
宗
兵
衛
は
、
隣
国
越
後
の
情
勢
を
い
ち
早
く
探
知

お
き
で

し
ょ
う
と
、
禁
止
さ
れ
て
い
た
他
国
人
と
の
縁
組
み
の
碇
を
破
り
、
娘
を
越

後
に
嫁
が
せ
た
。
や
が
て
、
こ
の
こ
と
が
発
覚
し
、
宗
兵
衛
は
も
ち
ろ
ん
そ

の
子
供
ら
も
す
べ
て
処
刑
さ
れ
た
。

境
関
所
設
置
の
年
代
に
は
諸
説
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
説
に
し
ろ
慶
長

年
間
(
一
五
九
六

i
二
三
四
)
前
後
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
以

来
、
明
治
二
年
(
一
八
六
九
)
に
廃
止
さ
れ
る
ま
で
、
お
よ
そ
二
七

0
年

間
も
隣
村
と
の
交
流
が
厳
し
く
禁
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

奉
行
と
与
力
、
足
軽
は
、
金
沢
か
ら
派
遣
き
れ
、
奉
行
は
四
十
二
代
を
数

え
て
い
る
。
奉
行
を
始
め
と
す
る
加
賀
藩
の
役
人
が
金
沢
か
ら
茶
道
や
連

歌
、
俳
句
、
謡
曲
な
ど
を
伝
え
、
か
た
や
宿
場
町
で
あ
っ
た
泊
(
現
朝
日
町

と
う
り
ゅ
う

の
中
心
街
)
に
も
旅
の
絵
書
た
ち
が
逗
留
し
た
こ
と
も
想
像
に
難
く
な
い
。

こ
れ
ら
役
人
と
文
化
墨
客
が
多
く
往
来
し
、
各
地
の
い
ろ
い
ろ
な
文
化
を

も
た
ら
し
た
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
が
朝
日
町
に
多
く
の
芸
術
家
や

芸
能
人
を
輩
出
し
て
い
る
要
員
の
一
つ
で
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

わ
ず

平
成
の
時
代
に
あ
っ
て
も
、
僅
か
百
メ
ー
ト
ル
程
の
境
川
を
挟
ん
で
言

葉
が
ま
っ
た
く
違
う
。
富
山
県
側
は
、
声
が
大
き
く
早
口
で
あ
り
、
新
潟
県

側
は
悠
長
で
や
さ
し
い
語
り
口
で
、

言
葉
に
く
せ
が
な
い
よ
う
に
聞
こ
え

A朝日町立ふるさと美術館

事
同
m
w
包
臼
m
w
@同
w色

こ
の
構
想
に
お
け
る
博
物
館
の
特
色
は
次
の
三
点
で
す
。

ω立
山
カ
ル
デ
ラ
の
大
自
然
と
砂
防
事
業
の
意
義
を

テ
!
?
と
す
る
屋
内
ゾ

l
ン
(
屋
内
博
物
館
)

ω野
外
ゾ

l
ン
(
野
外
博
物
館
)
に
お
け
る
実
体
験
重
視

型
博
物
館

間
砂
防
に
関
す
る
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
機
能
を
備
え
た

博
物
館

昌
肉
u
d
q診
自
己
肉
協
同
w
舗》

巴
お
砂
只
@
同
様

屋
内
ゾ

l
ン
で
は
、

「流
れ
る
土
砂
」
に
着
目
し
て
次
の
よ

う
な
物
語
が
展
開
し
ま
す
。

中
三
証
ι
川
三
戸市
山 立

山
カ
ル
デ
ラ
が
土
砂
形
成
さ
れ
て
い
く

様
子
を
紹
介

土
砂
が
流
出
・
堆
積
し
た
様
子
、
そ
れ
に

よ
り
起
こ
っ
た
災
害
の
歴
史
を
紹
介

流
出
す
る
土
砂
に
対
す
る
流
域
住
民
た
ち

の
闘
い
の
歴
史
を
紹
介

土
砂
が
安
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
流
域
住

民
に
も
た
ら
さ
れ
る
豊
か
な
暮
し
と
、
自

然
と
人
間
の
望
ま
し
い
共
生
の
姿
を
紹
介
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朝
日
町
立
ふ
る
さ
と
美
術
館
館
長

岡
本

輝
夫

る
。
境
川
は
、
廃
藩
置
県
ま
で
文
字
通
り
長
い
間
越
中
と
越
後
の
境
を
な

し、

一
方
で
文
化
を
完
全
に
遮
断
し
、

一
方
で
文
化
を
ど
ん
ど
ん
運
ぴ
こ
む

役
割
を
果
た
し
た
と
言
え
る
。

朝
日
町
立
ふ
る
さ
と
美
術
館
で
は
、
郷
土
に
ゆ
か
り
の
あ
る
作
家
を
中

心
に
し
た
企
画
展
を
開
催
し
て
い
る
が
、
開
館
し
て
か
ら
今
年
度
で
五
周

年
を
迎
え
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
四
月
か
ら
『
日
本
表
現
派
の
主
張
H
長

ば
く
じ
ん

崎
莫
人
展
』
を
開
催
し
て
お
り
、
か
つ
て
朝
日
町
に
松
尾
芭
蕉
が
旅
の
途
中

に
立
寄

っ
た
り
、
竹
久
夢
二
が
逗
留
し
た
こ
と
に
ち
な
み
、
夏
に
は
『奥
の

細
道
グ
美
の
世
界
。
展
』
、
秋
に
は

『竹
久
夢
二
展
』
を
企
画
し
て
い
る
。

文
化
の
往
来
に
関
所
を
設
け
て
は
な
ら
な
い
。
展
覧
会
が
美
術
鑑
賞
の

み
な
ら
ず
、
文
化
の
交
流
の

一
端
で
も
窺
う
機
会
に
な
れ
ば
と
期
待
し
て

いヲ令
。

境一里塚

県境の境川に架かる国道八号線境橋の西方海側に

ある、榎等が繁る高さ約3mの小さな塚。

このような塚は、県内でもほとんどその姿を消し、

江戸時代の陸上交通の状況を語る遺跡としては、大変

貴重なものである。

岡
山
ぬ
け

du診
内
母
体
的
財
m
w国
》
⑩

録
取

現
地
そ
の
も
の
を
か
生
き
て
い
る
砂
防
の
野
外
博
物
館
。
と

し
て
位
置
づ
け
た
の
が
「
野
外
ゾ

l
ン
L

で
す
。
こ
こ
で
の

体
験
に
よ
り
、
。
立
山
の
大
自
然
の
営
み
と
人
間
の
努
力
・

英
知
た
る
砂
防
事
業
。
を
実
感
で
き
る
よ
う
、
幾
つ
か
の
見

学
ポ
イ
ン
ト
と
見
学
コ
l
ス
が
整
備
さ
れ
る
予
定
で
す
。

mw崎
⑫
鎗
曾
白
羽
包
診
必
ず
日
リ

国
内
外
の
砂
防
事
業
に
関
す
る
文
献
や
ビ
ジ
ュ
ア
ル
資
料

を
収
集
・
整
理

・
保
存
を
行
う

「総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
」
を

設
置
し
、

一
般
来
館
者
へ
の
情
報
公
開
や
砂
防
関
係
者
の

研
修
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

昌
也
由
固

今
年
度
か
ら
屋
内
博
物
館
の
建
設
と
野
外
ゾ

l
ン
の
整
備

が
始
ま
り
、
平
成
十
年
の
春
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
ま
す
。
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平
成

8
年

融
会
始
の
お
題
及
び
諒
進
歌
に
つ
い
て

お

題

諒
進
要
領

「
+
回
」

詠
進
歌
は
未
発
表
の
自
作
で
、
一
人
一
首
に
限
り
ま
す
。

用
紙
は
半
紙
と
し
、
毛
筆
で
自
書
し
て
下
さ
い
(
書
式
図

参
照
)
。
病
気
等
で
代
筆
す
る
場
合
は
、
代
筆
の
理
由
と

代
筆
者
の
住
所
氏
名
を
記
載
し
た
別
の
紙
を
添
え
て
下

さ
い
。
点
字
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

9
月
初
固
ま
で
(
当
日
消
印
有
効
)
。

諒
進
期
間

あ

て

先

干
ー

o
o

(
約
出
セ
ン
チ
メ
ートル
)

問

合

せ

東
京
都
千
代
田
区
千
代
田

|
番
|
号

宮
内
庁
(
封
筒
に
「
詠
進
歌
」

と
書
き
添
え
て
下
さ
い
。
)

県
庁
秘
書
課

2
0
7
6
4
1
犯

1
2
8
2
6

+ 
図

書式図

氏古郵
便
番

生名Z号
年
月 住 i
日所 ;

(約 33センチメートル)

職
業

「
安
全
で
安
心
で
き
る
社
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

開
催

消
費
者
や
事
業
者
へ
の
普
及
啓
発
を
図
る
た
め
、
県
で
は
経
済
企

画
庁
と
共
催
で
「
安
全
で
安
心
で
き
る
社
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し

ま
す
。

時

間
受
講
料

申
込
み

午
後
7
時

i
8
時
的
介

無
料
福
光
町
福
祉
会
館

干
9
3
9
l
同
福
光
町
栄
町
5
2
6
0

8
0
7
6
3
1
臼

1
3
0
2
2

ま
た
は
、
県
民
生
涯
学
習
カ
レ
ッ
ジ

干

9
3
0
富
山
市
舟
橋
北
町
7
1
|

告

0
7
6
4
1
引

l
8
6
3
5
(
内
線
2
3
6
)

自
動
車
税
の
納
付
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か

自
動
車
税
は
、

4
月

1
日
現
在
の
所
有
者
の
方
に
負
担
し
て
い
た

だ
く
税
金
で
す
。

県
税
事
務
所
か
ら
、

5
月
上
旬
に
お
送
り
す
る
納
税
通
知
書
に
よ

り
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
又
は
県
税
事
務
所
の
窓
口
で
、

5
月
引
日
ま

で
に
納
め
て
下
さ
い
。

・
納
税
証
明
書
は
車
検
証
と
一
緒
に
保
管
を
/

納
税
通
知
書
に
は
、
自
動
車
の
車
検
用
の
納
税
証
明
書
が
つ
い
て

い
ま
す
。
領
収
印
が
押
さ
れ
た
納
税
証
明
書
は
、
車
検
を
受
け
る
と
き

に
必
要
で
す
の
で
、
車
検
証
と
一
緒
に
大
切
に
保
管
し
て
下
さ
い
0

.
名
義
変
更
・
抹
消
・
住
所
変
更
な
ど
の
登
録
を
お
忘
れ
な
く
/

自
動
車
を
廃
車
に
さ
れ
た
り
、
下
取
り
に
出
さ
れ
た
と
き
、
転
居
さ

日

容所時

5
月
初
日
樹
午
後
|
時
1
4
時

北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

・
基
調
講
演
「
製
造
物
責
任
法
の
必
要
性
」

講
師
北
川
善
太
郎
(
京
都
大
学
教
授
)

.
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

テ
ー
マ
「
安
全
で
安
心
で
き
る
社
会
を
め
ざ
し
て
」
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富
山
県
立
近
代
美
術
館

村
井
正
誠
展

村
井
正
誠
は
、
日
本
の
抽
象
絵
画
の
パ
イ
オ
ニ
ア
の
一
人
と
し
て
、

広
く
知
ら
れ
て
い
る
作
家
で
す
。
乙
の
展
覧
会
で
は
、
乙
れ
ま
で
未

公
開
だ
っ
た
初
期
の
作
晶
か
ら
、
現
在
に
至
る
ま
で
の
代
表
的
な
油

彩
画
約

1
0
0点
を
中
心
に
、
村
井
画
伯
の
創
作
の
軌
跡
の
全
貌
を

紹
介
し
ま
す
。
お
お
ら
か
で
生
命
力
あ
ふ
れ
る
個
性
豊
か
な
世
界
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間
5
月
は
日
出
3
6
月
白
日
目

観
覧
料
一
般
8
5
0
円
、
高
校
・
大
学
生
6
0
0
円
、

小
・
中
学
生
3
5
0
円
(
白
人
以
上
は
団
体
割
引
)

県
立
近
代
美
術
館
8
0
7
6
4
l
引

1
7
ー
ー
ー

問
合
せ

国
民
宿
舎

『
立
山
荘
」

オ
ー
ブ
ン

内場{
疋
固
貝

入
場
料

問
合
せ

2
5
0
名

無
料
県
庁
県
民
生
活
課

8
0
7
6
4
1
M
1
3
1
2
9
 

春
は
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
の
醍
醐
昧
を
、
夏
は
咲
き
乱
れ
る
高
山
植

物
の
色
ど
り
を
、
秋
は
錦
織
り
な
す
鮮
や
か
さ
を
満
喫
下
さ
い
。

営
業
期
間
4
月
お
日
か
ら
け
月
3
固
ま
で

宿
泊
料
大
人
6
、
4
8
0
円
・
小
人
4
、
3
2
0
円

問
合
せ
国
民
宿
舎
「
立
山
荘
」
2
0
7
6
4
1
M
M
l
3
5
3
5

「
平
成

7
年
度

県
民
カ
レ
ッ
ジ
春
季
講
座
』

開
講

幼
児
医
療
費
助
成
(
新
設
)
の
お
知
ら
せ

県
で
は
、
「
子
ど
も
が
健
や
か
に
生
ま
れ
育
つ
社
会
」
の
実
現
在
目

指
す
施
策
の
一
環
と
し
て
、
従
来
の
乳
児

(
D歳
児
)
の
入
院
・
通
院

医
療
費
の
助
成
に
加
え
、
新
た
に
、
市
町
村
と
と
も
に
未
就
学
児
の
入

院
医
療
費
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

対
象
者
ー
歳
か
ら
小
学
校
就
学
前
ま
で
の
者

助
成
対
象
入
院

(
日
数
の
制
限
は
な
し
)

本
人
一
部
負
担
金
入
院
ー
日
に
つ
き
7
0
0
円

医
療
機
関
に
医
療
費
を
一
日
一
支
払
っ
た
後
、
市
町
村
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
保
護
者
の
負
担
を
省
く
た

め
、
郵
送
に
よ
る
申
請
も
受
け
付
け
ま
す
。

平
成
7
年
6
月
か
ら

県
庁
健
康
課
2
0
7
6
4
1
M
l
3
2
2
6

ま
た
は
市
町
村
乳
幼
児
医
療
費
助
成
担
当
課

申
請
方
法

開
始
時
期

問

合

せ

富
山
県
埋
2 麓
百文

代告
人涯
の話
食l
生語
活屡

人
々
の
生
活
と
深
い
か
か
わ
り
の
あ
る
食
器
や
調
理
異
の
移
り
変

わ
り
を
通
し
て
、
古
代
人
の
食
生
活
の
様
子
を
探
り
ま
す
。

期
間
平
成
7
年
6
月
7
日
同
1
川
月
日
日
同

休
館
日
土
曜
日
、
日
曜
日
、
国
民
の
祝
日

入

館

料

無

料

問
合
せ
富
山
県
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー

8
0
7
6
4
l
M
1
2
8
1
4
 

れ
た
と
き
は
、
お
早
め
に
、
そ
の
旨
の
登
録
手
続
を
行
っ
て
下
さ
い
。

愛
鳥
週
間
の
お
知
ら
せ

今
年
も

5
月
叩
日
側
か
ら
愛
鳥
週
間
が
始
ま
り
ま
す
。

県
で
は
と
の
期
間
中
、
小
学
生
の
調
査
員
に
よ
る
第
出
回
ツ
バ
メ

の
生
息
数
調
査
を
行
い
ま
す
。
巣
の
あ
る
家
に
は
「
ツ
バ
メ
の
お
宿
」

シ
l
ル
を
配
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
愛
鳥
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
の
募
集
や
パ
1

ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の

ほ
か
、
水
鳥
の
危
険
防
止
の
た
め
、
捨
て
ら
れ
た
釣
り
糸
・
釣
り
針
を

回
収
す
る
シ
ー
サ
イ
ド
ク
リ
ー
ン
デ
ー
な
ど
多
彩
な
行
事
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
合
せ
県
庁
自
然
保
護
課
2
0
7
6
4
1
M
1
3
3
9
7

『
春
の
全
国
安
通
安
全
運
動
』

実
施

県
民
カ
レ
ッ
ジ
で
は
「
地
域
文
化
の
向
上
と
心
の
豊
か
さ
を
求
め

て
」
を
テ
ー
マ
に
、
次
の
通
り
春
季
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

日

程
5
月
同
日
働演
題
「
日
本
文
明
に
成
熟
は
可
能
か
」

す
す
む

講
師

評

論

家

西

部

遭

5
月
お
日

ω

い
や

演
題
「
癒
し
の
環
境
ー
患
者
と
医
療
を
つ
な
ぐ
|
」

講
師
日
本
医
科
大
学
助
教
授
高
柳
和
江

福
光
町
福
祉
会
館
(
定
員
3
0
0
人
)

AQZ 

場

5
月
日
日
か
ら

5
月
四
日
ま
で
の
叩
日
間
、「
安
全
は
ゆ
す
る
や

さ
し
さ
ま
つ
ゆ
と
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運

動
か
実
施
さ
れ
ま
す
。

運
動
の
重
点
は
、

O
高
齢
者
と
子
供
の
交
通
事
故
防
止

O
若
者
の
交
通
事
故
防
止

。
シ
l
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底

で
す
。

ま
た
特
別
デ
ー
と
し
て
、

O
高
齢
者
と
子
供
を
守
る
日
・
・
・
5
月
川
日
附

O
シ
l
ト
ベ
ル
ト
着
用
徹
底
の
日
・
・
・
5
月
日
日
開

を
設
け
て
、
県
下
各
地
で
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
す
。

今
年
に
入
っ
て
か
ら
も
高
齢
者
が
犠
牲
と
な
る
交
通
死
亡
事
故
が

目
立
ち
ま
す
。
県
民
の
皆
さ
ん
一

人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
に
関
心
を

も
ち
、
実
践
す
る
こ
と
が
交
通
事
故
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ご
家
庭

で
も
、
折
に
ふ
れ
て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

平
成

7
年
「
児
章
福
祉
週
間
』
標
語

『
子
ど
も
た
ち
の
本
当
の
声
に
茸
を
傾
け
よ
う
』

毎
年

5
月

5
日
(
子
ど
も
の
日
)
か
ら

5
月
日
日
ま
で
の

1
週
間

は
、
「
児
童
福
祉
週
間
」
で
す
。

近
年
、
出
生
率
の
低
下
、

核
家
族
化
や
都
市
化
の
進
展
、
女
性
の
社

会
進
出
の
増
大
、
学
校
週
5
日
制
の
施
行
な
ど
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く

環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
中
で
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を

健
全
に
育
成
す
る
こ
と
は
、
社
会
全
体
の
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
行
政
を
は
じ
め
と
し
て
、
家
庭
や
学
校
、
地
域
社
会
が

一
体
と
な
っ
て
、
よ
り
よ
い
児
童
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
県
民
の
皆
さ
ん
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

富山市新総曲輪ト7(県庁内)
fi(0764)3卜4111間
31-3131 (県民相談電話)

高岡地方県民相談室 高岡市赤祖父211(総合庁舎内)
まま(0766)21-9411 附)

魚津地方県民相談室 魚津市新宿10-7 (総合庁舎内)
fi (0765) 24-5311間

砺波地方県民相談室 砺波市幸町卜7(総合庁舎内)
fi (0763) 33-5151附

-物価ダイヤル

物価に関する苦情や相談があればお気軽にお電話く

ださい。 合 (日120)16-7 400 (県庁県民生活課内)
・消費生活については

消費生活センター

富山市安住町7-1目安住町第一生命ピル内
(一般相談は) fi (0764) 32-9233 
(金融相談は) fi (0764) 32-3252 
消費生活センター高岡支所

高岡市本丸町下1;本丸会館内

・吏通事敵については

富山県交通事故相談所東別館 l階
宮 (0764)31-4111 内4400
・相談110番相談
家庭問題 ・悪質商法 ・寛せい剤など、どんな相談に

も応じます。ヨニワルイ ト
fi (0764) 4 2 -0 1 1 0 
・シルバー110番
高齢者や家族の心配ごと、悩みごとに富山県高齢者

総合相談センター

富山市舟橋南問5-14 社会福祉会館内
含 (0764) 4卜 41 1 0 
・よい子の育児電話相談

子育てに関して心配や悩みはありませんか。どんな

ことでもお気軽にお電話ぐださい。

E (0764) 3 3 -4 1 5 0 (県庁生涯学習室内)

E歪茎歪Z歪u:至c>.w
見て、聞いて、ご意見をお寄せください。

・テレビ広報
・チューリップテレビ 毎週土曜日刷9: 30-9 : 45 
「志の輔のふるさとトーク」

・富山テレビ毎週日曜日馴9:00-9 : 3D 
f112万人のひろばークイズ/フォーカス・イン」
・北日本放送

毎週日曜日 AM 11 : 00-11 : 30 
「こんにちは富山県です」

5/7 生み育てやすい環境づくり
5/14 私たちのふるさとつ.くり ~大門町~
5/21 学校教育は今
5/28 ごみ減量化に向けて
・ラジオ広報
.FMとやま「ふれあいホットライン」
県内各地からホットな話題をクリアなサウンド

でおとどけします。

毎週月~金曜日 AM 9 : 50-9 : 55 
・新聞広報

・北日本、富山、読売、北陸中目、朝日、毎日

毎月第己最終土曜日

「県からのお知らせ」

日 曜日 献血場所 時間

3土 J円富山駅前 10 : 00-16 : 30 

U円富山駅前 10: 00-16 凹
4 臼
U円高岡駅前 旧 00-16:30 

10 土 富山市「アノピピンタクJ 10 : 00-16 : 30 ショッ センター前

18 日 富山西武デパート前 10 : 00-16 : 30 

19 月 立山町役場前 12 : 30-16 : 30 

25 日 富山市中央通り 旧日日-16:30 

27 火 上市町役場前 9 : 30-12 叩

-~屈を品1II{')1主将制・・・
・県政について

県民相談

fi (0766) 25-2777 

室

-姐:JillmJf21I}il;l司・

※都合により変更する場合がありますので、当日の新聞・
テレビの街頭献血案内等でご確認下さい。
。富山県赤十字血液センターでは、毎土曜日及び第2.第
4日曜日も関所し(祝祭日除く)、献血を受け付けていま
す。 (受付時間9:00-16: 45) 
富山県赤十字血液センター
15 富山市飯野26-1 TEL (0764) 5ト5555



、
門
川
川
，

主
人
は
よ
く

「
疲
れ
た
、
疲
れ
た
」
と
い
い
ま
す
。
仕
事
で

園
田

喧

固

い
ろ
い
ろ
と
ス
ト
レ
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。
う
ま
く
ス
ト
レ
ス

，，E、
に
対
処
し
て
い
く
方
法
は
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
?

B
h
r
、
可

h
h，

ス
ト
レ
ス
と

一
口
に
い
っ
て
も
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
り
ま

t

p

，P、
す
が
、

一
般
的
に
は
対
人
関
係
や
仕
事
か
ら
く
る
心
理
社
会
的

イ

d'量、
ス
ト
レ
ス
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

入
学
や
別
離
、
転
居
な
ど
「
生
活
上
の
出
来
事
」
が
心
理
社
会

的
ス
ト
レ
ス
の
原
因
と
な
り
ま
す
が
、
最
近
は
、
気
掛
か
り
や
心

い

ら

だ

配
、
渋
滞
で
の
イ
ラ
イ
ラ
な
ど
「
日
常
の
苛
立
ち
ご
と
」
が
重
視

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
の
体
は
ス
ト
レ
ス
が
か
か
る
と
、
自
律
神
経
、
ホ
ル
モ

ン
、
免
疫
な
ど
の
働
き
で
防
御
し
な
が
ら
自
分
を
守
り
ま
す
。
こ

の
守
り
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
歪
み
が
生
じ
た
り
、
う
ま
く
働
か
な
か

い

か

い

よ

う

ぜ

ん

そ

く

っ
た
り
す
る
と
、
病
気
が
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。
胃
潰
蕩
、
端
息
、

高
血
圧
な
ど
の
心
身
症
や
適
応
障
害
、
神
経
症
や
う
つ
病
と
い
っ

た
心
の
病
が
現
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

き
て
、
ス
ト
レ
ス
に
対
処
す
る
に
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や

趣
味
に
興
じ
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
で
体
を
動
か
し
た
り
し
て
気
分
転

換
を
行
う
こ
と
が
有
効
で
す
。
ま
た
、
家
族
や
友
人
と
会
話
し
た

り
、
ゆ

っ
く
り
休
息
を
と
り
グ
脱
日
常
d

を
心
掛
け
る
こ
と
も
大
切

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
ス
ト
レ
ス
が
全
く
な
し
の

状
態
で
生
活
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。

ス
ト
レ
ス
か
ら
逃
げ
る

の
で
は
な
く
受
入
れ
る
ほ
ど
の
気
持
ち
で
、
う
ま
く
共
存
し
て
い

く
の
が
現
代
人
の
暮
ら
し
だ
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

相
談
は
、
県
精
神
保
健
セ
ン
タ
ー
、
電
話

0
7
6
4
(引
)1
5
1
1
、

こ
こ
ろ
の
電
話
相
談
、
電
話

0
7
6
4
(幻
)
7
2
7
2

ま
ち
立
が

大
沢
野
町
の
布
尻
地
区
と
町
長
地
区
に
は
、

ご
神
体
が
木
の
鍬
で
あ
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な

祭
り
が
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
ご
神
体
は
「
お

鍬
(
お
つ
か
)
さ
ま
」
と
呼
ば
れ
、
一
年
交
代

で
両
地
区
交
互
に
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
祭
り
は
、

そ
の
受
け
渡
し
の
儀
式
と
し
て
毎
年
五
月
十
九

日
に
行
わ
れ
、
今
年
は
布
尻
が
町
長
か
ら
お
鍬

さ
ま
を
迎
え
る
。

夜
に
な
る
と
、
笛
や
太
鼓
が
に
ぎ
や
か
に
鳴

ら
さ
れ
る
中
、
み
清
尻
神
社
か
ら
お
鍬
さ
ま
を
迎

え
る
た
め
の
神
輿
が
町
長
神
社
へ
と
向
か
う
。

町
長
神
社
で
は
、

境
内
に
四
、
五
メ

ー
ト
ル
程
の
高
さ

に
積
ま
れ
た
か

が

り
火
が
付
け
ら
れ
、

数
人
が
タ
イ
マ
ツ

を
振
っ
て
神
輿
を

迎
え
る

。
宮
司
に

よ
る
受
け
渡
し
の

儀
式
が
済
む
と
、

お
鍬
さ
ま
は
神
輿

に

納

め

ら

れ

る

。

お
鍬
さ
ま
は
木
の

箱
に
入
っ
て
お
り
、

通
常
は
直
接
人
の

目
に
触
れ
る
こ
と

大沢ま祭~

ヲ;月
お鍬さ

は
な
い
と
い
う
。

お
鍬
さ
ま
を
納
め
た
神
輿
は
、
今
度
は
町
長

の
人
た
ち
に
担
が
れ
て
布
尻
神
社
ヘ
向
か
う
。

こ
の
神
輿
の
下
を
く
ぐ
る
と
病
気
に
か
か
ら
な

い
と
い
わ
れ
、
道
中
、
神
輿
の
下
を
く
ぐ
ろ
う

と
大
勢
の
人
々
が
家
か
ら
出
て
く
る
。

地
区
境
に
つ
く
と
、
神
輿
の
担
ぎ
手
は
布
尻

の
人
た
ち
に
交
代
す
る
。
こ
の
時
、
「
お
鍬

(
お
つ
か
)
さ
ま
ご
ざ
っ
た
豊
作
だ
。

満

作
だ
。
」
と
は
や
さ
れ
る
。

こ
の
祭
り
の
由
来
に
つ
い
て
は
定
説
が
な

ふ
白

1υ

く
、
江
戸
時
代
に
伊
勢
の
外
宮
の
御
師
と
い
う

神
職
が
、
鍬
形
の
ご
神
体
を
豊
作
の
神
と
し
て

伝
え
た
と
も
、
明
治
に
布
尻
地
区
の
者
が
郡
上

八
幡
を
訪
れ
、
ご
神
体
の
鍬
を
ゆ
ず
り
受
け
た

と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
い
ず
h
仰
が
し
て
も
、
農

民
た
ち
に
と
っ
て
鍬
は
生
活
の
要
で
あ
り
、
大

切
な
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
思
い

が
こ
の
祭
り
を
支
え
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

や
が
て
、
神
輿
が
布
尻
神
社
に
着
く
と
納
め

の
式
が
行
わ
れ
る
。
人
々
の
願
い
が
こ
め
ら
れ

た
お
鍬
さ
ま
は
、
宮
司
の
手
に
よ
っ
て
本
殿
に

納
め
ら
れ
、
今
年
一
年
、

布
尻
か
ら
人
々
を
見

守
る
こ
と
に
な
る
。

祭
り
が
終
わ
る
頃
に
は
夜
も
す
っ
か
り
更

け
、
い
つ
し
か
あ
た
り
は
静
寂
に
包
ま
れ
て
ゆ

/丸、。

16 

合
「
富
山
は
や

っ
ぱ
り
お
魚
が
美
味
し
い
。
東
京
で

は
寿
司
を
食
べ
る
気
に
な
り
ま
せ
ん
ね
」
と
い
う
阜

勢
さ
ん
の
言
葉
に
、
そ
の
通
り
と
思
わ
ず
領
い
て
し

ま
っ
た
。
反
面
、
「
富
山
に
欲
し
い
の
は
遊
び
心
か

な
」
と
も
・
・

・・。
テ
レ
ビ
で
見
る
機
会
も
多
い
彼
女

だ
が
、

実
際
会

っ
て
み
る
と
ど
こ
と
な
く
庶
民
的
。

こ
れ
か
ら
一
層
活
躍
さ
れ
る
よ
う
、
心
か
ら
応
援
し
て

い
ま
す
。

(K
)

-
R

P

よ
う
や
く
u
な
の
か

グも
う
u
な
の
か

・・
・・

広
報
課
に
配
属
さ
れ
一
年
が
過
ぎ
た
。
広
報
紙
で
は
一
コ

ー
ナ
ー
の
担
当
を
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
が
、

も
と
も
と
文
を

書
く
の
は
得
手
な
方
で
は
な
く
、
編
集
長
に
は
迷
惑
を
か
け

る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

今
月
で
広
報
紙
か
ら
は
と
り
あ
え
ず
離
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
機
会
が
あ
っ
た
ら
ま
た
紙
面
で
お
会
い
し
た
い
。

(
N
)

女
す

っ
か
り
暖
か
く
な
り
、
心
も
体
も
ウ
キ
ウ
キ
す
る
季
節

と
な
っ
た
。
世
間
で
は
進
学
・
就
職
等
新
た
な
環
境
で
の
生

活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
方
も
多
い
こ
と
だ
ろ
う
。
私
も
四
月

か
ら

「県
広
報
と
や
ま
』
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
き

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
の

新
鮮
な
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
頑
喝張
っ
て
い
き
た
い
。

(
A
)

今月号で掲載したPINUP TOYAMAの写真
を抽選で5名の方にワイド六ツ切 (25X 18 
センチ)でプレゼン卜します。希望される
方は、官製ハガキで下記の様式でお申し込

みください。 6月24日消印有効です。

富
山
県
広
報
課

写
真
プ
レ
ゼ
ン
ト

5
月
号
係
あ
て

同
凶固囚

凶
岡
山
司凶h
u
 

氏
名
住
所
電
話
本
誌
を
読
ん
だ
感
想



お気軽にご相談〈ださい。
広
報
と
や
ま

L 県の相談窓口の紹介 ゴl
県では、県政をはじめ消費生活、子育て、警察など幅広い分野の相

談窓口を開設し、県民の皆さまのご相談に応じています。どうぞお気

平
成

7
年

5
月
号

富
山
県
企
画
部
広
報
課

富
山
市
新
総
由
輪
1
1
7

告
別
t
3
1
3
1
(県
民
相
談
電
話
)

F
A
X
判
1
3
3
0
0
(県
民
相
談
フ
ァ
ッ
ク
ス

印
刷

チ
ュ

l
工
ツ

企
画
発
行


